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　任期満了に伴う町議会議員選挙が２月４日に行われ、新たな議員16人が選ばれました。任期は令和６年２
月29日から令和10年２月28日までの４年間です。
　改選後、初の臨時議会が２月29日に招集され、議会の構成が決まりました。

議
会
議
長
　
米
本 

義
博

【議長　米本義博氏の略歴】
　令和２年２月初当選。２期目。
　第42代副議長、建設産業常任委員会委員長、
特別委員会の委員長などを歴任。

【副議長　鳥海典昭氏の略歴】
　平成28年２月初当選。３期目。
　建設産業常任委員会委員長、総務文教常任委
員会委員長、特別委員会の委員長などを歴任。

第44代議長　米本 義博氏  第43代副議長　鳥海 典昭氏

　
こ
の
度
、
藍
住
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
米
本
義
博
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
議
長
と
し
て
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
、
そ
の
使
命
と
責
任
の
大
き
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
地
方
自
治
の
本
旨
は
、
議
会
と
執
行
機
関
と
が

共
に
切
磋
琢
磨
し
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
く
二
元
代
表

制
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
藍
住
町
議
会
に
は
、
現
場
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
機
関
と
し
っ
か
り

と
し
た
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
政
策
を
実
現
し
て
い
く

責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
毎
年
変
化
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
、
防
災
、
危
機
管
理
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

医
療
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
へ
の
取
組
な
ど
重
要
な
政
策
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
議
長
と
し
て
、
誰
も
が
藍
住
町
で
生
ま
れ
る
こ
と
、
育
つ
こ

と
、
暮
ら
す
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
藍
住
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

私
の
持
て
る
力
の
全
て
を
捧
げ
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
藍
住
町
の
限
り
な
い
発
展
と
町
民
の
皆
様
の
御
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議　　長
米本　義博

副議長
鳥海　典昭

議 会 の 新 構 成議 会 の 新 構 成
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常 任 委 員 会 の 顔 ぶ れ

委　　員
米本　義博

委　　員
奥村　晴明

委　　員
林　　　茂

委　　員
宮本　影子

委　　員
小川　幸英

委　　員
栗島　和義

委　　員
元木　春香

副委員長
佐野　慶一

副委員長
新居　純一

委 員 長
森　　伸二

委 員 長
永浜　浩幸

議
会
運
営

議
会
運
営

委

員

会

委

員

会

委
員
長　
森　
　
志
郎

副
委
員
長　
佐
野　
慶
一

委

員　
新
居　
純
一

委
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永
浜　
浩
幸

委

員　
前
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晃
良

委

員　
森　
　
伸
二

一
部
事
務
組
合
等

一
部
事
務
組
合
等

議
会
議
員

議
会
議
員

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
　
佐
野　
慶
一

　
　
　
　
　
森　
　
志
郎

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会

広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
鳥
海　
典
昭

監
査
委
員

監
査
委
員

議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る

議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る

監
査
委
員

監
査
委
員

　
　
　
　
　
前
田　
晃
良

（
敬
称
略
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委　　員
鳥海　典昭

委　　員
森　　志郎

委　　員　
竹内　君彦

副委員長
紙永　芳夫

委 員 長
前田　晃良

建
設
産
業
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会
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　３月議会定例会が３月６日から25日までの20日間の会期で開会され、
下記の議案について審議しました。
　髙橋町長は令和６年度の所信表明を行いました。詳細については、
広報あいずみ４月号に掲載しています。
　一般質問では５人の議員が登壇し、町政について質問しました。

３月定例会

令和６年 第１回 臨時会

〜町長提案〜〜町長提案〜
● 令和５年度藍住町一般会計補正予算… ……………………………………………………………………………可　　 決
● 令和５年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算… ……………………………………………………可　　 決
● 令和５年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算… …………………………………………………………可　　 決
● 令和５年度藍住町特別会計（介護サービス事業）補正予算… ……………………………………………………可　　 決
● 令和５年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）補正予算… …………………………………………………可　　 決
● 令和６年度藍住町一般会計予算… …………………………………………………………………………………可　　 決
● 令和６年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）予算… …………………………………………………………可　　 決
● 令和６年度藍住町特別会計（介護保険事業）予算… ………………………………………………………………可　　 決
● 令和６年度藍住町特別会計(介護サービス事業）予算… …………………………………………………………可　　 決
● 令和６年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）予算… ………………………………………………………可　　 決
● 令和６年度藍住町下水道事業会計予算… …………………………………………………………………………可　　 決
● 令和６年度藍住町水道事業会計予算… ……………………………………………………………………………可　　 決
● 監査委員条例の一部改正… …………………………………………………………………………………………可　　 決
● 藍住町の職員の育児休業等に関する条例の一部改正… …………………………………………………………可　　 決
● 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正… ……………………………可　　 決
● 藍住町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正… ……………………………………可　　 決
● 藍住町国民健康保険税条例の一部改正… …………………………………………………………………………可　　 決
● 藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場の設置及び管理に関する条例の一部改正… …………………………可　　 決
● 藍住町介護保険条例の一部改正… …………………………………………………………………………………可　　 決
● 藍住町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正… …可　　 決
● �藍住町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
　 サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正… …………可　　 決
● �藍住町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
　 効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正… …………………………………………………可　　 決
● 藍住町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正… ………………可　　 決
● 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正… ……………………………………………………可　　 決
● 町道の路線変更… ……………………………………………………………………………………………………可　　 決
● 指定管理者の指定（日本道路株式会社徳島営業所）… ……………………………………………………………可　　 決
● 指定管理者の指定（特定非営利活動法人あいずみスポーツクラブ）… …………………………………………可　　 決
● 藍住町教育委員会教育長任命の同意… ……………………………………………………………………………堤   広幸氏
● 藍住町副町長選任の同意… …………………………………………………………………………………………河原英治氏
● 藍住町副町長選任の同意… ………………………………………………………………………………………… 藤秀樹氏

〜議員提案〜〜議員提案〜
● 議員派遣の件… ………………………………………………………………………………………………………可　　 決

〜諮　問〜〜諮　問〜
● 人権擁護委員候補者の推薦… ………………………………………………………………………久次米貞美氏、賀治隆志氏

〜報　告〜〜報　告〜
● 令和６年度藍住町土地開発公社の事業計画

　令和６年２月29日開催の臨時会において、議会の構成のほかに次の町長提案の議案について審議しました。
● 監査委員の選任の同意… ……………………………………………………………………………………………承　　 認
● 令和５年度藍住町一般会計補正予算の専決処分の報告と承認… ………………………………………………可　　 決
● 藍住町手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認… ……………………………………可　　 決
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～主な補正の内容～
総　務　費　◆合同庁舎再生可能エネルギー設備工事、世代間交流施設整備事業等 … ……………………△１億9,727万円
民　生　費　◆エネルギー食料品等価格等高騰重点支援給付金事業、障害者給付費等 … …………………………5,192万円
衛　生　費　◆新型コロナウイルスワクチン接種事業、合併浄化槽補助事業等 … …………………………△１億6,746万円
農林水産業費　◆地積調査事業等… ………………………………………………………………………………………… 923万円
教　育　費　◆勝瑞城館跡整備事業、文化ホール事業等 … …………………………………………………………△2,120万円

令和５年度  一般会計補正予算令和５年度  一般会計補正予算
２億４,４００万円減額 １３２億１,６００万円歳入歳出歳入歳出

それぞれそれぞれ
予 算予 算
総 額総 額

（１万円未満四捨五入）（１万円未満四捨五入）

地方譲与税・交付金 
9億5,003万円（7.7%）
地方譲与税・交付金 
9億5,003万円（7.7%）
地方譲与税・交付金 
9億5,003万円（7.7%）

寄附金 2,551万円（0.2%）寄附金 2,551万円（0.2%）寄附金 2,551万円（0.2%）
分担金及び負担金 
1億8,395万円（1.5%）
分担金及び負担金 
1億8,395万円（1.5%）
分担金及び負担金 
1億8,395万円（1.5%）財産収入 

2億3,236万円（1.9%）
財産収入 

2億3,236万円（1.9%）
財産収入 

2億3,236万円（1.9%）

繰越金 1億5,000万円（1.2%）繰越金 1億5,000万円（1.2%）繰越金 1億5,000万円（1.2%）

自主財源依存財源

59億
7,617万円

（48.4%）63億
6,383万円

（51.6%）

地方交付税
17億円（13.8%）
地方交付税

17億円（13.8%）

歳　入
123億4千万円

町税
41億6,496万円
（33.8%）

町税
41億6,496万円
（33.8%）

町税
41億6,496万円
（33.8%）

町民税
19億350万円
（15.4%）

町民税
19億350万円
（15.4%）

町民税
19億350万円
（15.4%）

固定資産税
19億2,996万円
（15.6%）

固定資産税
19億2,996万円
（15.6%）

固定資産税
19億2,996万円
（15.6%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

たばこ税
1億9,000万円
（1.5%）

繰入金 8億4,527万円
（6.8%）
繰入金 8億4,527万円
（6.8%）
繰入金 8億4,527万円
（6.8%）

軽自動車税
1億4,150万円
（1.1%）

軽自動車税
1億4,150万円
（1.1%）

軽自動車税
1億4,150万円
（1.1%）

使用料・手数料
2億1,155万円
（1.7%）

使用料・手数料
2億1,155万円
（1.7%）

使用料・手数料
2億1,155万円
（1.7%）

諸収入 1億6,257万円
（1.3%）
諸収入 1億6,257万円
（1.3%）
諸収入 1億6,257万円
（1.3%）

国庫支出金
20億6,243万円

（16.7%）

国庫支出金
20億6,243万円

（16.7%）

県支出金
12億4,302万円

（10.1%）

県支出金
12億4,302万円

（10.1%）

地方債
4億835万円
（3.3%）

地方債
4億835万円
（3.3%）

歳　出
〈目的別〉
123億4千万円

歳　出
〈目的別〉
123億4千万円

議会費
1億1,739万円（0.9%）
議会費
1億1,739万円（0.9%）
議会費
1億1,739万円（0.9%）

予備費・その他
4,597万円（0.4%）
予備費・その他
4,597万円（0.4%）
予備費・その他
4,597万円（0.4%）

公債費
9億

1,000万円
（7.4%）

災害復旧費
1万円
（0.0%）

災害復旧費
1万円
（0.0%）

災害復旧費
1万円
（0.0%） 総務費

11億
2,456万円
（9.1%）

民生費
53億
2,280万円
（43.1%）

衛生費
15億
8,089万円
（12.8%）

教育費
18億
2,608万円
（14.8%）

労働費
1,262万円
（0.1%）

労働費
1,262万円
（0.1%）

労働費
1,262万円
（0.1%）

農林水産業費
8,498万円
（0.7%）

農林水産業費
8,498万円
（0.7%）

農林水産業費
8,498万円
（0.7%）

商工業費
3,862万円
（0.3%）

商工業費
3,862万円
（0.3%）

商工業費
3,862万円
（0.3%）

土木費
6億2,489万円
（5.1%）

土木費
6億2,489万円
（5.1%）

土木費
6億2,489万円
（5.1%）

消防費
6億5,119万円
（5.3%）

消防費
6億5,119万円
（5.3%）

消防費
6億5,119万円
（5.3%）

令和６年度一般会計当初予算令和６年度一般会計当初予算

一般会計一般会計123億123億4千4千円円を可決を可決
前年度当初予算対比0.3％増前年度当初予算対比0.3％増

令和6年度一般会計・特別会計当初予算

会　計　名 予　算　額 前年度当初
予算対比

一　般　会　計 12３億4千円 0.33%

特
別
会
計

国民健康保険事業 3４億８５２万円 △ 2.85%
介 護 保 険 事 業 3１億４０２万円 3.04%
介護サービス事業 １，２４０万円 10.71%
後期高齢者医療事業 4億９，４００万円 9.49%

・議場音響設備改修事業	 1,200万円

・男性の育児休業取得奨励事業	 250万円

・高齢者移動支援事業	 2,101万円
・子ども子育て支援補助事業	 1億1,422万円
・公共施設再生可能エネルギー設備導入事業	 	
　（西クリーンステーション太陽光パネル設置工事）
	 １億2,546万円

一般会計の主な事業・新事業一般会計の主な事業・新事業
（１万円未満四捨五入）（１万円未満四捨五入）

歳  入 歳  出

（１万円未満四捨五入）（１万円未満四捨五入）

会　計　名 収入総額 支出総額 差引額

下 水 道 事 業 収益的収支 3億９，０９９万円 3億６，７３９万円 2,360万円
資本的収支 ２億1,001万円 ３億930万円 △9,929万円

水 道 事 業 収益的収支 5億３，９６７万円 5億2,213万円 1,754万円
資本的収支 ５０２万円 ３億9,125万円 △３億8,623万円

（１万円未満四捨五入）（１万円未満四捨五入）
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令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

～
国
民
健
康
保
険
事
業
～

問
歳
入
歳
出
予
算
事
項

別
明
細
書
１
総
括（
歳

入
）の
中
で
、
国
民
健
康
保

険
税
は
マ
イ
ナ
ス
５
３
９
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
人

が
減
っ
た
と
か
、
保
険
税
が

安
く
な
っ
た
と
か
で
減
っ
て

い
る
の
か
。
あ
と
、
県
支
出

金
も
約
１
億
円
減
っ
て
い
る

が
、
同
じ
理
由
か
。

答
加
入
者
数
が
減
っ
て

い
る
状
況
を
反
映
し

て
の
こ
と
で
あ
る
。

～
介
護
保
険
事
業
～

問
歳
入
で
介
護
保
険
料

が
１
２
０
０
万
円
減

っ
て
い
る
が
、
歳
出
で
保
険

給
付
金
は
増
え
て
い
る
。
こ

れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

答
介
護
保
険
料
の
減
収

は
基
準
月
額
を
２
０

０
円
引
き
下
げ
る
こ
と
が
主

な
要
因
で
、
国
の
省
令
改
正

に
伴
う
介
護
保
険
料
段
階
の

増
加
に
よ
る
増
収
を
含
め
て

も
減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。
一

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算

～
個
別
施
設
計
画
策
定
事
業
～

問
路
面
性
状
調
査
個
別

施
設
計
画
策
定
業
務

に
９
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、そ
の
内
容
は
何
か
。

答
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
舗
装
の
補
修
な
ど

を
進
め
て
い
る
が
、
住
民
か

ら
の
舗
装
の
要
望
も
多
数
あ

る
た
め
、
国
費
や
起
債
を
活

用
し
て
計
画
的
に
事
業
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
国

費
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
路
面
性
状
調
査
に
基

づ
い
て
長
寿
命
化
計
画
に
当

た
る
舗
装
個
別
施
設
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
を
委
託
業
務
に

し
て
実
施
し
た
い
。

～
勝
瑞
地
区
浸
水
対
策
検
討
事
業
～

問
排
水
対
策
検
討
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
、

７
５
０
万
円
の
予
算
が
組
ま

れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
は

何
か
。答勝

瑞
地
区
千
間
堀
に

つ
い
て
、
降
雨
が
多

方
で
、
給
付
費
は
、
国
の
制

度
改
正
に
よ
る
介
護
報
酬
改

定
の
加
算
分
と
経
年
的
な
給

付
費
の
増
を
反
映
し
て
い
る
。

～
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
～

問
保
険
料
が
増
え
て
い

る
が
、
支
出
に
あ
た

り
、給
付
金
も
増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
と
考
え
た
ら
よ
い

の
か
。答被

保
険
者
数
の
増
加
に

よ
り
保
険
料
の
収
入
も

上
が
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
給

付
費
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

問
高
齢
者
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
町
と

し
て
高
齢
者
対
策
を
充
実
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
か
。

答
当
然
、
高
齢
者
対
策

に
重
点
を
置
い
て
実

施
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に

は
考
え
て
い
る
。

～
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
～

問
各
滞
納
が
見
受
け
ら

れ
る
が
ど
の
よ
う
に

い
と
き
排
水
が
水
路
か
ら
あ

ふ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
た

め
、
町
に
お
い
て
も
千
間
堀

の
改
修
や
大
型
の
貯
留
槽
な

ど
の
計
画
を
立
案
し
た
が
、

い
ず
れ
も
多
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
実
現
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
開

発
地
域
や
既
存
の
宅
地
へ
の

雨
水
貯
留
槽
の
設
置
の
補
助

金
な
ど
も
含
め
て
、
実
現
可

能
な
方
策
や
必
要
な
規
模
に

応
じ
て
排
水
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

～
公
園
管
理
費
～

問
み
ど
り
橋
に
つ
い
て
、

老
朽
化
に
よ
る
緊
急

点
検
を
行
っ
て
い
る
が
、
４

月
以
降
も
通
行
止
め
が
続
く

の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
考
え
て
い
る

の
か
。答既

に
業
者
か
ら
、
橋

の
た
も
と
に
お
い
て

橋
脚
部
分
が
腐
食
に
よ
り
４

分
の
３
の
耐
力
を
失
っ
て
い

る
と
報
告
が
あ
り
、
現
状
で

は
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
考

解
消
し
て
い
く
の
か
。

答
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
滞

納
者
と
協
議
を
行
い
、
一
段

目
は
分
納
の
話
を
進
め
て
い

る
。
分
納
に
お
い
て
も
対
応

し
き
れ
な
い
、
生
活
保
護
や

本
人
不
明
の
場
合
は
、
最
終

的
に
は
欠
損
処
分
と
な
る
。

滞
納
整
理
機
構
等
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
滞
納
が
減
る
よ

う
努
め
て
い
る
。
欠
損
と
し

て
消
え
る
ケ
ー
ス
は
、
１
番

目
が
時
効
の
完
成
に
よ
る
も

の
。も
う
一
つ
が
即
時
消
滅
。

そ
の
ほ
か
、
貧
困
等
に
よ
り

滞
納
処
分
を
３
年
間
停
止
し

た
方
に
つ
い
て
、
消
滅
す
る

処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
欠

損
し
た
令
和
４
年
度
の
実
績

は
、
滞
納
処
分
の
停
止
を
３

年
間
継
続
し
た
も
の
が
33
万

８
０
０
円
、
時
効
完
成
に
よ

る
も
の
が
４
７
６
万
９
７
４

７
円
、
即
時
消
滅
に
つ
い
て

は
２
２
５
万
７
８
５
３
円
。

常 任 委 員 会 主 な 質 疑常 任 委 員 会 主 な 質 疑
　３月定例会の議案については、その審査を各常任委員会に付託しました。
　各委員会において審査した結果、それぞれ全会一致で原案可決され、最終日に各委員長から
審査結果の報告がありました。
　主な質疑・意見については次のとおりです。

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
永
浜
　
浩
幸

委
員
長
　
前
田
　
晃
良
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令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算

～
危
機
管
理
対
策
費
～

問
災
害
物
資
集
配
拠
点

施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
。答具

体
的
な
場
所
は
現

在
、
検
討
中
で
あ
る

が
、
令
和
６
年
度
に
用
地
を

取
得
、
建
物
の
設
計
を
し
、

令
和
７
年
度
に
建
設
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
以
前
、
東
部
地
区
に

避
難
場
所
を
設
置
す

べ
き
と
の
質
問
に
、
場
所
を

検
討
す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
こ
の
集
配
拠
点
と
の
関

連
性
は
。

え
て
い
る
。
今
後
、
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
撤

去
の
方
向
で
考
え
て
い
く
の

か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
４
月
以
降
も
通
行
止

め
を
継
続
す
る
予
定
で
あ

る
。
方
向
性
が
決
ま
り
次
第
、

議
会
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

く
。～

町
営
住
宅
個
別
施
設

計
画
策
定
事
業
～

問
委
託
料
が
７
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
内
容
は
何
か
。

答
町
営
住
宅
は
、
現
在

10
団
地
あ
る
が
、
こ

の
町
営
住
宅
に
関
し
て
、
安

全
性
と
維
持
管
理
を
実
施
す

る
た
め
に
国
と
地
方
公
共
団

体
が
一
丸
と
な
っ
て
策
定
す

る
計
画
が
あ
り
、
適
正
な
点

検
と
修
繕
、
デ
ー
タ
管
理
な

ど
を
行
い
、
各
町
営
住
宅
ご

と
に
長
寿
命
化
の
た
め
に
事

業
実
施
予
定
一
覧
を
作
成
す

る
も
の
で
あ
る
。

～
道
路
簡
易
舗
装
費
～

問
前
年
度
が
６
６
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
た

が
、
今
年
度
は
３
６
０
０
万

円
と
な
り
、
３
０
０
０
万
円

の
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

減
額
に
し
た
理
由
は
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
は
３
６

０
０
万
円
で
、
当
初
は

や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
舗
装
要
望
は
多
く
あ
る

た
め
、
財
政
当
局
と
協
議
し

な
が
ら
補
正
対
応
を
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
る
。

～
河
川
管
理
～

問
正
法
寺
川
の
法
面
の

所
有
と
管
理
は
ど
こ

か
。
法
面
に
果
樹
な
ど
を
た

く
さ
ん
植
え
て
い
る
所
が
あ

る
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
機

会
に
伐
採
し
て
整
備
し
な
け

れ
ば
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
、
害
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答
所
有
は
国
で
、
法
面

も
含
め
て
管
理
を
県

が
し
て
い
る
。
法
面
の
清
掃

に
つ
い
て
は
県
に
働
き
か

け
、入
札
ま
で
は
至
っ
た
が
、

そ
の
後
、
不
調
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
増
水
し
た
と

き
に
は
水
の
流
れ
を
阻
害
す

る
恐
れ
も
あ
り
、
流
下
の
低

下
に
も
な
る
た
め
、
県
に
確

認
し
、
対
応
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
要
望
し
た
い
。

答
避
難
場
所
を
つ
く
る

と
い
う
限
定
的
な
答

弁
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
施

設
は
必
要
で
あ
る
と
の
認
識

で
お
答
え
を
し
た
。

問
別
の
も
の
か
。

答
別
に
新
た
に
つ
く
る

と
の
考
え
は
、
現
時

点
で
は
特
に
は
な
い
。

～
教
科
書
指
導
書
整
備
費
～

問
前
年
度
に
は
な
か
っ

た
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
で
は
。

答
教
科
書
の
改
訂
は
、

大
き
く
10
年
を
一
区

切
り
と
し
て
い
る
。
そ
の
間

に
４
年
ご
と
を
２
回
、
最
後

に
２
年
の
改
訂
が
あ
り
、
今

回
は
、
そ
の
２
回
目
の
４
年

の
改
訂
が
あ
る
た
め
で
、
昨

年
は
改
訂
が
な
か
っ
た
。

～
議
会
費
～

問
音
響
設
備
の
改
修
工

事
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
工
事
か
。

答
昨
年
の
６
月
議
会
に
マ

イ
ク
等
の
不
具
合
が
生

じ
、
応
急
的
な
措
置
と
し
て

修
繕
を
行
っ
た
。
業
者
か
ら
、

議
場
の
設
備
、
マ
イ
ク
整
備

等
、
シ
ス
テ
ム
の
入
替
え
が

必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、

予
算
計
上
を
し
て
い
る
。

～
財
政
管
理
費
～

問
庁
舎
の
屋
上
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す

る
と
い
う
計
画
で
、
１
億
３

３
０
０
万
円
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
が
、
全
体
の
工

事
費
の
当
初
予
算
か
ら
比
べ

て
減
っ
た
の
か
。

答
令
和
５
年
度
と
、
令

和
６
年
度
の
増
減
の

比
較
と
な
っ
て
い
る
。
庁
舎

の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
予
算

は
、
５
年
度
、
予
算
付
け
を

し
て
終
わ
っ
た
た
め
、
６
年

度
は
な
い
の
で
ゼ
ロ
と
い
う

意
味
合
い
で
あ
る
。

問
進
行
状
況
は
。

答
１
月
に
竣
工
し
て
い

る
。

～
町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
～

問
町
制
施
行
70
周
年
記

念
事
業
の
１１
万
円
の

用
途
は
。

答
来
年
４
月
に
70
周
年

を
迎
え
る
た
め
、
記

念
誌
発
行
事
業
で
５
０
０
万

円
計
上
し
て
い
る
。
６
年
度

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
消
耗

品
等
を
計
上
し
た
も
の
。

問
何
か
事
業
を
す
る
予

定
か
。

答
こ
れ
か
ら
ど
う
い
っ

た
も
の
を
す
る
か
検

討
し
て
い
く
。

～
藍
染
普
及
推
進
事
業
～

問
藍
の
館
の
入
館
者
は

増
え
て
い
る
の
か
。

答
今
年
度
の
見
込
み
で

１
万
６
０
０
０
人
ぐ
ら

い
。
だ
い
ぶ
ん
増
え
て
い
る
。

問
台
湾
か
ら
の
飛
行
機

が
就
航
に
な
り
、
外

国
人
観
光
客
も
増
え
る
と
思

う
が
、
そ
の
対
策
は
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
用
の

旅
行
の
企
画
を
行
っ

て
お
り
、
奥
村
家
の
西
座
敷

で
食
事
を
し
た
り
、
阿
波
踊

り
の
連
を
呼
ん
だ
り
し
て
い

く
よ
う
な
形
で
、
今
、
実
施

を
し
て
い
る
。

～
藍
住
町
河
川
敷
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
～

問
藍
住
町
河
川
敷
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

管
理
者
に
つ
い
て
、
日
本
道

路
株
式
会
社
徳
島
営
業
所
の

ほ
か
に
応
募
し
た
業
者
は
あ

る
の
か
。

答
日
本
道
路
株
式
会
社
、

１
者
で
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
森
　
　
伸
二

現場視察を行う建設産業常任委員
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元
もと
木
き
　春
はる
香
か
　議員

問 

今
後
、
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
対
策
や
戦
略
は
。

答
引
き
続
き
地
道
な
啓
発
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、

特
に
若
者
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で

投
票
率
向
上
に
努
め
た
い
。

問
投
票
所
ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い
方
へ
の
対
策
は
。

答
移
動
が
困
難
な
有
権
者
に
つ
い
て
は
、
公
職
選
挙
法

に
お
い
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
自
宅
で
の

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
制
度
の
利

用
に
は
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
も
周
知
に

努
め
た
い
。

問
来
年
12
月
に
は
町
長
選
を
控
え
て
い
る
が
ど
の
よ
う

に
投
票
率
を
上
げ
、
目
標
と
し
て
何
％
を
目
指
し
て

い
る
の
か
。

答
機
運
を
醸
成
す
る
取
組
や
主
権
者
教
育
は
今
後
も
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
投
票
率
の
目
標

設
定
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

投
票
率
に
つ
い
て

投
票
率
に
つ
い
て

　　

��

若
年
層
の
政
治
的
無
関
心
、
選
挙
離
れ
が

若
年
層
の
政
治
的
無
関
心
、
選
挙
離
れ
が

　
指
摘
さ
れ
て
い
る

　
指
摘
さ
れ
て
い
る

問
通
学
路
や
街
灯
な
ど
の
補
整
が
必
要
な
箇
所
を
町
民

目
線
で
発
信
し
や
す
く
す
る
た
め
、
履
歴
の
詳
細
、 

文

字
や
写
真
の
添
付
な
ど
が
明
確
で
あ
る
。 

そ
う
い
っ
た
意
味

で
の
公
式
ラ
イ
ン
の
活
用
法
も
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う

か
。答

寄
せ
ら
れ
る
情
報
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
す
る
運
用

及
び
体
制
の
整
備
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
新
た
な
機

能
を
拡
充
す
る
に
は
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
必
要
で

あ
る
。 公

式
ラ
イ
ン
の
活
用
に
つ
い
て

公
式
ラ
イ
ン
の
活
用
に
つ
い
て

　　

��

ま
ず
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
か
ら
の
情
報
を

ま
ず
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
か
ら
の
情
報
を

得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
た
い

得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
た
い

問 

現
在
の
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
雇
用
状
況
に
つ
い

て
何
か
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
人
員
配
置
基
準
を
踏
ま
え
、
必
要
な
職
員
数
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
基
準
を
満
た
せ
な
い
場
合
、
会
計

任
用
職
員
、
保
育
補
助
者
を
雇
用
す
る
こ
と
で
保
育
体
制
を

確
保
し
て
い
る
。

問
本
町
と
し
て
業
務
量
や
残
業
な
ど
省
く
見
直
し
や
効

率
化
の
呼
び
か
け
、
義
務
づ
け
な
ど
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答
新
た
に
令
和
６
年
度
か
ら
中
央
保
育
所
の
事
務
負
担

軽
減
を
目
的
と
し
た
事
務
員
の
配
置
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

待
機
児
童
に
つ
い
て

待
機
児
童
に
つ
い
て

　　

��

保
育
士
の
確
保
と
定
着
が
大
き
な
課
題
で

保
育
士
の
確
保
と
定
着
が
大
き
な
課
題
で

　
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

　
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

問
待
機
児
童
数
の
結
果
を
受
け
て
対
策
と
し
て
や
っ
て

い
る
こ
と
や
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答
今
後
、
年
度
前
期
に
多
い
待
機
児
童
の
解
消
と
適
切

な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

保
護
者
の
意
見
と
し
て
空
き
教
室
な
ど
の
利
用
を
求

め
る
声
を
耳
に
す
る
。
待
機
児
童
や
児
童
の
帰
る
距

離
の
負
担
を
軽
減
で
き
な
い
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
空
き
教
室
を
利
用
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
令
和
６
年
４
月
時
点
で
の
予
定
で
は

各
小
学
校
で
使
わ
れ
て
い
な
い
教
室
も
な
い
。
下
校
時
の
見

守
り
体
制
の
強
化
や
児
童
自
身
へ
の
危
険
認
識
の
啓
発
を
進

め
る
こ
と
で
、少
し
で
も
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

放
課
後
学
童
に
つ
い
て

放
課
後
学
童
に
つ
い
て

　　

��

適
切
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

適
切
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

藍住町住吉児童館
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小
お
川
がわ
　幸
ゆきひで
英　議員

問
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等
で
６
億
４
０
３
８
万
５
６
２

２
円
、
相
談
支
援
給
付
費
等
８
７
７
万
４
３
０
８
円
、

補
助
装
具
費
７
３
５
万
６
７
６
３
円
、
高
額
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
16
万
１
４
０
３
円
合
わ
せ
て
６
億
５
６
６
７
万

８
０
９
６
円
と
の
こ
と
で
あ
る
が
車
椅
子
の
修
理
、
補
助
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
補
装
具
費
支
給
制
度
に
基
づ
く
運
用
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
度
は
交
付
７
件
、
修
理
７
件
。

問
増
え
続
け
る
高
齢
者
に
対
し
て
寄
り
添
っ
た
取
り
組

み
は
考
え
て
い
る
か
。

答
新
た
に
策
定
を
進
め
て
い
る「
藍
住
町
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢
者
福
祉
計
画
」で
は
５
つ

の
基
本
目
標
を
設
定
し
、
49
の
取
組
を
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問
本
町
で
の
福
祉
避
難
所
は
何
か
所
あ
る
か
。
ま
た
、

日
頃
の
連
携
や
避
難
訓
練
は
し
て
い
る
か
。

答
現
在
、
指
定
福
祉
避
難
所
は
７
か
所
。
町
の
一
斉
避

難
訓
練
の
際
に
は
連
携
し
て
一
般
の
避
難
所
か
ら
福

祉
避
難
所
へ
要
配
慮
者
の
移
送
訓
練
を
す
る
な
ど
の
取
組

も
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
障
害
者
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
障
害
者
対
策
に
つ
い
て

　　

��

今
後
も
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
を

今
後
も
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
を

　

積
極
的
に
行
う

　

積
極
的
に
行
う

藍住町合同庁舎１階防災展示コーナー

問
４
年
間
止
ま
っ
て
い
た
滝
や
せ
せ
ら
ぎ
は
い
つ
で
き

る
の
か
。

答
７
月
の
公
園
の
再
整
備
完
了
に
あ
わ
せ
て
、
運
転
を

再
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
解
体
費
用
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

額
と
し
て
工
事
請
負
費
４
３
０
万
計
上
で
う
ち
ロ
ー

ラ
ー
滑
り
台
の
解
体
費
用
１
３
０
万
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

修
理
し
て
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
修
繕
費
用
が
高
額
と
な
る
た
め
、
撤
去
す
る
方
針
で

進
め
て
い
る
。

問
他
の
遊
具
の
新
設
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
現
在
、
公
園
施
設
の
維
持
管
理
計
画
の
策
定
を
進
め

て
お
り
、
計
画
的
な
遊
具
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

桜
づ
つ
み
公
園
と

桜
づ
つ
み
公
園
と

他
の
公
園
施
設
に
つ
い
て

他
の
公
園
施
設
に
つ
い
て

　　

��

計
画
的
な
遊
具
の
整
備
に
努
め
る

計
画
的
な
遊
具
の
整
備
に
努
め
る

問
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と
し
た
取
り
組
み
は
考
え
て

い
る
か
。

答
県
が
関
係
機
関
と
立
ち
上
げ
た
断
水
対
策
、
道
路
啓

開
、
停
電
対
策
、
通
信
途
絶
対
策
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
分
析
し
た
上
で
今

後
の
災
害
対
応
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
井
戸
の
活
用
に
つ
い
て
、
本
町
で
は
個
人
事
業
所
が

所
有
す
る
33
の
井
戸
を
登
録
し
て
い
る
と
聞
く
が
増

や
す
努
力
は
し
て
い
る
か
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

　　

��

さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化
に
努
め
た
い

さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化
に
努
め
た
い

答
災
害
時
の
生
活
用
水
の
確
保
に
つ
い
て
一
層
の
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
さ

ら
に
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
自
走
式
水
洗
ト
イ
レ
カ
ー
は
水
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で

も
設
置
で
き
、
に
お
い
の
発
生
を
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

避
難
生
活
の
質
向
上
に
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
聞
く
。
購

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
導
入
費
用
や
平
時
の
活
用
方
法
、
維
持
管
理
費
な
ど

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。
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新
に
居
い
　純
じゅんいち
一　議員

問
健
康
寿
命
延
伸
と
介
護
予
防
に
は
、
フ
レ
イ
ル
を
予

防
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
高
齢
者
が
自
ら
外
出
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
々
に
も
、
あ
い
ず
み
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
教
室
等
参
加
へ
の
助
成
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
要
支
援
、
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の
社

会
参
加
を
促
す
取
組
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
心
身

状
態
の
急
変
に
も
対
処
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
受
入
先
と
の
協
議
が
必
要
と
考

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　　

��

健
康
寿
命
の
延
伸
及
び
フ
レ
イ
ル
予
防
に
資

健
康
寿
命
の
延
伸
及
び
フ
レ
イ
ル
予
防
に
資

す
る
取
組
を
継
続
し
て
い
き
た
い

す
る
取
組
を
継
続
し
て
い
き
た
い

問
今
後
、
本
町
の
水
道
管
の
耐
震
化
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

答
非
常
時
で
も
良
質
で
安
全
な
水
の
供
給
が
で
き
る
よ

う
、
避
難
所
な
ど
の
重
要
施
設
に
向
け
て
水
道
管
の

耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
本
町
に
も
避
難
所
に
給
水
車
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。

答
平
時
に
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
も
含
め
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
両
面
に

お
い
て
も
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

上
水
道
事
業
に
つ
い
て

上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　　

��

水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
き
た
い

水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
き
た
い

問
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
た
の
か
。

千
間
堀
の
排
水
路
対
策
に
つ
い
て

千
間
堀
の
排
水
路
対
策
に
つ
い
て

　　

��

引
き
続
き
検
討
し
た
い

引
き
続
き
検
討
し
た
い

答
令
和
２
年
度
に
部
分
改
良
に
よ
る
排
水
の
分
散
が
可

能
か
検
証
し
た
が
、
逆
勾
配
の
た
め
ほ
と
ん
ど
効
果

が
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
勝

瑞
地
区
浸
水
対
策
検
討
事
業
を
計
上
し
、
排
水
対
策
を
引
き

続
き
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
あ
み
だ
橋
以
東
も
以
前
は
重
機
を
用
い
て
土
砂
を
取

り
除
い
て
い
た
と
聞
く
。
土
砂
、
ビ
ニ
ー
ル
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
、
側
壁
か
ら
生
え
て
い
る
木
等
、
流
れ
を
阻
害

し
て
い
る
も
の
を
取
り
除
い
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
不
安
を

取
り
除
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
現
地
確
認
を
し
て
、
流
下
を
阻
害
し
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
適
切
に
対
応
し
た
い
。
排
水
路
自
身
も
か
な

り
老
朽
化
し
て
お
り
、
重
機
を
使
っ
た
し
ゅ
ん
せ
つ
等
に
は

慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
藍
住
町

建
設
協
同
組
合
が
人
力
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

え
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
内
容
、
受
入
体
制
、
財
源
な
ど
を

踏
ま
え
、
事
業
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

千間堀
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問
２
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
町
民
一
斉
避
難
訓
練
の
指

定
避
難
所
ご
と
の
参
加
人
数
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

報
告
と
今
後
の
取
組
は
。

答
参
加
人
数（
表
）

　

避
難
経
路
に
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ

る
、
簡
易
ト
イ
レ
に
手
す
り
を
つ
け
て
ほ
し
い
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
に
は
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
除
去
等
に
対
す
る
補
助
事
業
や
新
た
に
簡
易
ト
イ
レ

の
手
す
り
の
備
蓄
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

防
災
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

防
災
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

　　

��

町
全
体
の
防
災
力
向
上
と
な
る
取
組
を

町
全
体
の
防
災
力
向
上
と
な
る
取
組
を

　
進
め
て
い
き
た
い

　
進
め
て
い
き
た
い

問
今
、
現
状
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答
開
催
場
所
や
負
担
金
等
を
考
慮
す
る
と
、
現
時
点
で
、

藍
住
町
で
の
開
催
は
難
し
い
。
今
後
も
効
果
や
内
容

に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

絵
本
ワ
ー
ル
ド
開
催
に
つ
い
て

絵
本
ワ
ー
ル
ド
開
催
に
つ
い
て

　　

��

効
果
や
内
容
に
つ
い
て
も
研
究
を

効
果
や
内
容
に
つ
い
て
も
研
究
を

　
し
て
い
き
た
い

　
し
て
い
き
た
い

問
藍
住
町
の
文
化
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
に
P
R
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
現
在
、広
報
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
公
式

ラ
イ
ン
や
エ
ッ
ク
ス
を
開

設
し
て
情
報
発
信
し
て
い

る
が
、
今
後
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
な
ど
、
ほ
か
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
P
R
し
て
い
き
た
い
。

藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の

藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
P
R
P
R
に
つ
い
て

に
つ
い
て

　　

��

今
年
か
ら
実
験
的
に
ラ
ジ
オ
で
の
ス
ポ
ッ
ト

今
年
か
ら
実
験
的
に
ラ
ジ
オ
で
の
ス
ポ
ッ
ト

C
M
C
M
を
流
し
て
い
る

を
流
し
て
い
る

問
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て
も
、
町
職
員
や

自
主
防
災
組
織
等
の
役
員
の
方
々
が
ど
こ
ま
で
御
存

知
な
の
か
。

答
ま
ず
は
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
避
難
所

開
設
か
ら
運
営
ま
で
の
一
連
の
訓
練
を
実
施
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
を
図
り
た
い
。

問
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
H
U
G
を
使
用
し
て
避
難
所
運

営
を
疑
似
体
験
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
次
年
度
以
降
、
ま
ず
は
職
員
の
防
災
研
修
の
一
環
と

し
て
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
現
在
、
町
内
の
自
主
防
災
組
織
同
士
の
横
の
つ
な
が

り
は
あ
る
の
か
。
今
後
、
自
主
防
災
組
織
が
横
へ
つ

な
が
っ
て
い
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
必
要
で
な
い
か
。

答
現
時
点
で
町
内
に
81
の
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

代
表
者
の
方
か
ら
情
報
交
換
の
場
は
重
要
で
あ
る
と

の
御
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
来
年
度
の
早
期
に
町
内
の

自
主
防
災
組
織
の
連
合
体
を
立
ち
上
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
災
害
時
の
非
常
水
と
し
て
威
力
を
発
揮
す
る
井
戸
、

公
園
等
に
防
災
井
戸
の
設
置
を
検
討
し
て
み
て
は
ど

う
か
。答

ま
ず
は
、
災
害
応
急
用
井
戸
を
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
体
制
を
整
え
、
周
知
啓
発
に
よ
り
登
録
者
数

を
増
や
し
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
場
合
に
は
、
公
園
な
ど
地
域
の
活
動
拠
点
に
災
害
応

急
用
井
戸
の
設
置
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

指定避難所 参加者数（人）

藍 住 中 学 校 98

藍住東中学校 135

藍住東小学校 139

藍住西小学校 176

藍住南小学校 150

藍住北小学校 136

藍住町総合文化ホール
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令和４年度 就学支援状況　(表１）
児童・生徒数（人） 認定者数（人） 児童・生徒数比（％）

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 全　体

2,140 1,016 239 136 11.17 13.39 11.88

令和４年度 学校給食費滞納状況　（表２）
小学校 中学校

未納額（円） 4,223,587 3,798,317

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

問
い
ま
働
く
人
の
約
４
割
が
、
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、

収
入
は
正
規
雇
用
の
６
割
程
度
に
な
る
。
仕
事
も
不

安
定
で
、
結
婚
も
子
育
て
も
大
変
な
状
況
で
あ
る
。
①
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
６
０
０
円
の
自
己
負
担
無
し
に
し
た
場

合
、
年
間
必
要
な
予
算
額
は
い
く
ら
か
。
②
経
済
的
に
困
難

な
家
庭
に
就
学
援
助
の
支
給
を
進
め
る
こ
と
。
小
学
校
と
中

学
校
の
支
給
状
況
は
。
③
学
校
給
食
費
の
滞
納
状
況
と
滞
納

の
原
因
は
。

答
①
本
町
の
令
和
５
年
度
自
己
負
担
額
総
額
は
概
算
で

３
０
０
８
万
円
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
県
負
担

金
に
よ
る
負
担
額
分
を
大
き
く
上
回
る
。②
別
表
の
と
お
り
。

（
表
１
）③
滞
納
状
況
は
別
表
の
と
お
り
。（
表
２
）

　
経
済
的
な
困
窮
の
部
分
は
恐
ら
く
就
学
援
助
の
申
請
等
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
経
済
的
な
困
窮
に
よ
る
原
因
は
少
な
い

と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

　　

��

物
価
高
騰
対
策
事
業
と
し
て

物
価
高
騰
対
策
事
業
と
し
て
1818
歳
ま
で
の

歳
ま
で
の

児
童
に
４
月
か
ら
利
用
で
き
る
５
０
０
０
円

児
童
に
４
月
か
ら
利
用
で
き
る
５
０
０
０
円

の
商
品
券
を
支
給

の
商
品
券
を
支
給

問
災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は
、
人
の
命
も
暮
ら
し
も
守

れ
な
い
。
①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
用
３
０
０
０
円

を
無
料
に
す
る
こ
と
。
②
耐
震
改
修
支
援
事
業
の
工
事
費
用

の
補
助
金
を
増
額
す
る
こ
と
。
③
汚
水
処
理
事
業
で
下
水
道

と
合
併
浄
化
槽
に
要
し
た
事
業
費
の
内
訳
は
。

答
①
無
料
そ
の
も
の
が
必
ず
し
も
耐
震
化
推
進
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
る
と
は
認
識
し
て
い
な

い
。
②
町
と
し
て
は
、
耐
震
診
断
の
無
料
化
や
耐
震
改
修
の

補
助
金
増
額
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ま
ず
は
個
別
訪
問
や

防
災
出
前
講
座
を
通
し
て
直
接
耐
震
化
を
促
し
、
あ
る
い
は

防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
で
耐
震
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
防

災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
③
汚
水
処
理
に

要
し
た
事
業
費
の
内
訳
は
、
建
設
改
良
事
業
費
と
し
て
は
令

和
４
年
度
末
で
約
67
億
５
０
０
０
万
円
、
う
ち
工
事
費
は
概

ね
51
億
円
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た

防
災
を
防
災
を

　　

��

防
災
対
策
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

防
災
対
策
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い

い
き
た
い

徳
島
県
保
険
医
協
会
か
ら
実
施
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
町

も
実
施
す
る
こ
と
。

答
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
予
防
接
種
法
上
の
位
置
付

け
が
な
く
任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
予
防
接
種

は
健
康
被
害
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
接
種
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
上
板
町
議
会
で
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
金
を

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
金
を

　　

��

今
後
の
国
の
方
針
に
沿
っ
て
帯
状
疱
疹
ワ
ク

今
後
の
国
の
方
針
に
沿
っ
て
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
す
る
方
向
性
を
検
討
し
た
い

チ
ン
接
種
に
関
す
る
方
向
性
を
検
討
し
た
い

問
下
水
道
事
業
の
赤
字
２
億
３
千
万
円
あ
れ
ば
、
そ
れ

ぐ
ら
い
の
お
金
を
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
投
資
す
べ
き
で
は
。

答
現
時
点
で
は
軽
減
措
置
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。
国

の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
対
す
る
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。
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藍
住
町
議
会
議
員
研
修
報
告

藍
住
町
議
会
議
員
研
修
報
告

藍
住
町
議
会
議
員
研
修
報
告

藍
住
町
議
会
議
員
研
修
報
告

　
３
月
１
日
、
議
会
議
事

堂
委
員
会
室
１
に
お
い
て
、

改
選
後
初
め
て
の
議
員
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
予
算
の
編
成
権
と
提
案

権
は
自
治
体
の
長
に
の
み

専
属
す
る
も
の
で
あ
る
一

方
、
予
算
の
議
決
権
は
議

会
の
み
が
有
す
る
権
限
で

あ
り
、
議
会
に
与
え
ら
れ

て
い
る
重
要
な
役
割
の
一

つ
で
す
。
３
月
定
例
会
に

お
け
る
予
算
審
議
を
控
え
、

元
四
国
大
学
経
営
情
報
学

部
教
授
の
小
笠
原
章
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
予
算
の

審
議　
予
算
審
議
の
ポ
イ

ン
ト
」
と
題
し
、
地
方
議

会
議
員
が
身
に
つ
け
る
べ

き
予
算
審
議
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
詳
し
く
御
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
予
算
は
直

接
住
民
の
生
活
を
左
右
し
、

そ
の
福
祉
の
い
か
ん
を
決

す
る
も
の
で
あ
り
、
堅
実

な
予
算
を
作
成
す
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る

と
い
う
予
算
の
意
義
と
考

え
方
、
予
算
の
原
則
、
予

　
本
町
議
会
の
最
高
規
範

で
あ
る「
藍
住
町
議
会
基

本
条
例
」の
理
念
を
浸
透

す
る
た
め
、
３
月
27
日
、

議
会
議
事
堂
委
員
会
室
１

に
お
い
て
、
議
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
元
四
国
大
学
経
営
情
報

学
部
教
授
の
本
田
利
広
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
考
え

る
」と
題
し
、
議
会
基
本

条
例
の
目
的
や
規
定
さ
れ

て
い
る
項
目
、
課
題
な
ど

に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
町
政
の
情
報
公
開
に

つ
い
て
の
ほ
か
、
次
の
と
お

り
質
問
が
出
さ
れ
、
講
師

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

問「
質
問
・
質
疑
の
だ

け
の
場
か
ら
議
員

間
討
議
を
重
視
す
る
議

会
」と
あ
る
が
、
議
員
間

討
議
が
な
ぜ
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
か
。

答
質
疑
応
答
が
終
わ
っ

た
後
、
こ
う
い
う
理

由
で
賛
成
、
反
対
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
自
由
討
議
の
制
度
を

算
の
構
成
、
予
算
の
補
正

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
予
算
審
議
の
一
般
的
な

着
眼
点
と
し
て
は
、「
基

本
構
想
に
合
致
し
た
も
の

か
」、「
重
点
は
何
か
」、

「
経
常
収
支
比
率
は
前
年

度
と
対
比
し
て
ど
う
か
」、

「
人
件
費
、
物
件
費
の
抑

制
策
は
と
ら
れ
て
い
る
か
、

類
似
団
体
と
比
較
し
て
ど

う
か
」、「
経
済
効
果
を
検

討
し
て
い
る
か
」、「
不
時

の
支
出
に
財
源
が
留
保
さ

設
け
て
お
り
、
態
度
を
決

め
か
ね
る
よ
う
な
場
合
に

必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
賛
成
者
、
反
対

者
が
議
決
前
に
意
思
表
示

を
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
こ

と
で
議
員
間
討
議
を
設
け

て
い
く
意
味
が
で
き
て
く

る
と
思
う
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
般

質
問
を
す
る
こ
と
に

つ
い
て
条
例
で
定
め
た
場

合
、何
か
問
題
は
あ
る
の
か
。

答
法
律
上
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
本
会
議

に
出
席
と
み
な
さ
な
い
と

れ
て
い
る
か
」
な
ど
が
あ

り
、「
計
画
を
実
現
し
て

い
る
か
」、「
長
期
事
業
に

注
意
す
る
」、「
将
来
の
負

担
に
つ
な
が
る
も
の
を
見

逃
さ
な
い
」
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
受
講
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
い
か
し
、
町
民
の

皆
様
の
負
託
に
応
え
、
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
う
の
は
、議
決
の
場
合
、

本
人
確
認
が
な
か
な
か
で

き
な
い
こ
と
や
不
正
防
止

の
担
保
も
大
事
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
は

そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
な

い
。一
般
質
問
の
場
合
は
、

条
例
で
認
め
れ
ば
一
概
に

違
法
と
は
い
え
な
い
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
い
か
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
責
任
あ
る
議
会

活
動
を
行
い
、
さ
ら
に
研

鑽
を
積
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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藍住町議会全員協議会藍住町議会全員協議会
　３月６日に開催された議会全員協議会では、理事者からの報告及び協議事項について説明を
受け、協議を行いました。理事者退席の後、１月１日に発生した能登半島地震により被災され
た地域への対応について協議し、一日も早い復旧、復興を願い、義援金20万円を石川県町村議
会議長会へ送金することとなりました。
　３月25日に開催された議会全員協議会では、一般質問に関する留意事項
の確認をしました。一般質問は住民の日常生活を反映した議事であり、分
かりやすい議論が展開されるよう、「一般質問通告書には、一問一答（１つ
の質問事項に対し、１つの答え）が明確となるよう記載すること」、「一般
質問通告書には、質問の内容を具体的に掲載すること」、「一般質問を行う
ときは、一問一答で行うこと」など11項目の徹底を行いました。

議会改革調査特別委員会議会改革調査特別委員会
　３月25日に招集された議会改革調査特別委員会において、活動方針ついて協議しました。
　委員からは、「議会での議員の呼び方について」。「一般質問の時間について」。「投票率が低い
問題について」。「一般質問の件に付け加え、一般質問と委員会の質疑のやり方
を含めた課題として取り組んでいってはどうか」。など多くの意見が出されま
した。
　協議の結果、議会での議員の呼び方、一般質問の時間、投票率アップのため
に何か議会でしているのかについて近隣市町村の状況を調べることとし、次回
以降、一般質問と委員会での発言や時間、投票率アップの模索について、協議
をしていくこととなりました。

投 

票 

箱

交通移動支援対策特別委員会交通移動支援対策特別委員会
　３月25日に招集された交通移動支援対策特別委員会において、活動方針について協議しました。
　委員からは、「バス、タクシー、デマンドバスなどテーマを分けて小委員会をつくって検討し、
全体に共有してはどうか」。「類似都市のやり方など、参考になる部分の資料集めをすることか
ら始めてはどうか」。「基本的な知識を学ぶため、講師を招いて勉強会
をしてはどうか」など多くの意見が出されました。
　協議の結果、まずは、交通手段について理解するための資料集めや
交通政策に詳しい方を招いての勉強会を行うこととし、小委員会につ
いては必要となった場合につくることとなりました。
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藍住町議会広報特別委員会藍住町議会広報特別委員会
　４月12日に招集された藍住町議会広報特別委員会では、議会だより第117号の作成について
協議を行い、紙面のレイアウトを決定しました。
　また、本委員会の活動方針について委員より「子供たちの絵を議会だ
よりの紙面に掲載しては」。「議会だよりを徳島県電子書籍ポータルサイ
トに掲載できないか」。「本会議をユーチューブで配信しては」。「議会の
キャラクターを作成しては」など多くの意見が出されました。
　今後、本委員会において、委員から出された意見を取りまとめ、何を
どういう方法で実行していくのか協議していくこととなりました。

藍住町防災対策特別委員会藍住町防災対策特別委員会
　３月27日に招集された藍住町防災対策特別委員会において、活動方針について協議しました。
　委員からは、「前任期では議会用の防災チェックカードを作成したが、町民向けの内容を検討
していかなくてはいけない」。「議員間で避難訓練をしてはどうか」。「先進地に研修に行っては
どうか」。「ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）の勉強会をしてはどうか」。「災
害時にオンラインで会議ができるような体制づくりを検討してはどうか」
など多くの意見が出されました。
　協議の結果、次回以降、いくつかに絞り、進め方を決めていくこと
となりました。

定　例　会　案　内定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎（088）637–3127

次の定例会は６月です。
定例会日程や議会だよりについてはホームページに掲載しています。

次号は８月に発行します。

本会議を傍聴しませんか
① 住所・氏名・電話番号を明記。
② 掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③ 字数は500字以内。
④ 投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。
※郵送またはメールによる投稿をお待ちしています。
　議会事務局　E-mail:gikai@aizumi.i-tokushima.jp

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政・議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投投 稿稿 規規 定定

藍
住
町
議
会
だ
よ
り

藍
住
町
議
会
だ
よ
り

表
紙
写
真
募
集

表
紙
写
真
募
集

　
「
議
会
だ
よ
り
」の
表
紙
に
掲

載
す
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▲詳しくはこちらから
春の交通安全キャンペーン
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５
月
も
後
半
と
な
り
初

夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
、
新
入
社
員
の

皆
様
も
、
新
し
い
環
境
に

慣
れ
て
き
た
頃
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

藍
住
町
議
会
も
２
月
の

改
選
後
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
か
ら
、
新
た
に

議
会
広
報
特
別
委
員
会
へ

と
名
前
を
変
更
い
た
し
ま

し
た
。藍
住
町
議
会
を
様
々

な
角
度
か
ら
広
報
し
て
い

け
る
よ
う
新
委
員
全
員
で

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
発
想
や
提
案
で

町
民
の
皆
様
に
、
藍
住
町

議
会
が
ど
の
よ
う
な
取
組

を
し
て
い
る
の
か
を
、
よ

り
一
層
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す

く
発
信
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
竹
内　
君
彦
）

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

委
員
長　
竹　
内　
君　
彦

副
委
員
長　
元　
木　
春　
香

委　
員　
栗　
島　
和　
義

委　
員　
新　
居　
純　
一

委　
員　
前　
田　
晃　
良

委　
員　
宮　
本　
影　
子

２２  

月月

４
日　
藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

５
日　
徳
島
県
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
徳
島
市
）

９
日　
板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

13
日　

�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
定
例
会
・
全
員

協
議
会　
　

  　
（
徳
島
市
）

16
日　
当
選
議
員
初
顔
合
わ
せ
会

18
日　
町
民
一
斉
避
難
訓
練

22
日　

�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
例
月
出
納
検
査（
徳
島
市
）

28
日
・
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
定
期
総
会         （
徳
島
市
）

　
　
・�

自
治
功
労
者
・
町
村
議
会
表

彰
式　
　

         （
徳
島
市
）

29
日
・
令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼�

令
和
６
年
第
１
回
藍
住
町
議
会

定
例
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

３３  

月月

１
日　
藍
住
町
議
会
議
員
研
修
会

６
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
一
般
質
問
の
通
告
に
つ
い
て

　
　
・
３
月
議
会
定
例
会
開
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

藍
住
町
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
及
び
高
齢
者
福

祉
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
藍

翠
苑
」と
勤
労
女
性
セ
ン

タ
ー
を
複
合
化
し
た
新
た

な
施
設「（
仮
称
）世
代
間
交

流
施
設
」の
整
備
に
つ
い
て

７
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
一
般
質
問
に
つ
い
て

　
　
・
厚
生
常
任
委
員
会

８
日　
中
学
校
卒
業
式

11
日　
建
設
産
業
常
任
委
員
会

12
日　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

14
日　
小
学
校
卒
業
式

19
日
・
３
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

ｐ8
～
ｐ12

　
　
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼
付
議
事
件
の
追
加
に
つ
い
て

22
日　
教
職
員
離
任
式

25
日
・
３
月
議
会
定
例
会
閉
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼
一
般
質
問
に
つ
い
て

　
　
・
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
　
・
交
通
移
動
支
援
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
活
動
方
針
に
つ
い
て

27
日
・
藍
住
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　

 

・
防
災
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
活
動
方
針
に
つ
い
て

28
日　
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
定
例
会

（
北
島
町
）

４４  

月月

１
日　
教
職
員
着
任
式

９
日　
小
・
中
学
校
入
学
式

12
日　
藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
１
１
７
号
の
作
成
に
つ
い
て

19
日　

�

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例

会
・
功
労
者
表
彰
式（

板
野
町
）

20
日　
鳴
門
市
新
庁
舎
開
庁
記
念
式
典

（
鳴
門
市
）

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

東中富  東中富  中山　聡一朗 中山　聡一朗 氏氏わたしの一言わたしの一言わたしの一言わたしの一言
～「産後ケア」を知ってますか？～
　藍住町に引っ越しをしてきて34年になる産婦人科医です。
　今年３月で分娩の取り扱いは中止しましたが、引き続きお母さんのお手伝いができ
ればと考え、日帰りの「産後ケア」事業は継続しています。
　出産のダメージは全治２か月の交通事故と同じくらいだといわれています。お母さ
んはそんな状態から育児が始まり、目を離すと赤ちゃんがどうにかなってしまうのでは
ないかという緊張感に加え、授乳やお世話が続き、疲労が蓄積していきます。産後うつになる方もいます。
　そんな時に頼ってほしいのが「産後ケア」です。条件はありますが、藍住町に住民票があれば利用ができ
ます。育児や心身の悩みを相談することもでき、休息をとることもできます。産後うつは社会問題にもなっ
ており、藍住町も産後ケアの充実に取り組んでいます。私たちも、産後ケアを含め子育てに優しい街にな
れるよう町と協力をしていこうと思っています。
　子育ては長距離走です。家族だけで頑張る必要はありません。少し疲れたときは「産後ケア」を利用して
みませんか？希望の方は藍住町こども家庭センターまで御相談ください。


